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則）に適用すると，伝播速度 Vprop は，摩擦パラメタ― (�� �� ��)，有効法線応力 (�)，断層
形状に基づくばね定数 (�)，スライダーがすべる直前までに負荷する応力擾乱振幅 (�) を
関数として， 
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シュサイズ），L は応力擾乱の時間関数（ramp 関数，step 関数）で決まる因子，�は (b, dc, 












の理論値 (Vana) を数値実験から求められた値 (Vsim) で規格した精度評価との関係．記号は，





























様に，2011 年 3 月 11 日の 2 日前に発生した M7 の前震についても，前震の余効すべりが本
震 M9 の震源域まで伝播したとすれば，その間の摩擦特性を推定することが期待される．同
様のことは，伝播方向を推定した釜石沖地震 [1] についても当てはまる．今後はこのよう
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